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町
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
貴

重
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
予
算
・
決
算
な
ど
を
基
に

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
９
月
に
議
会
で

認
定
さ
れ
た
平
成
24
年
度
決
算
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
の
平
成
24
年
度
予
算
の
基
本

方
針
は
、
新
成
長
戦
略
へ
の
取
り

組
み
の
断
行
と
、「
日
本
再
生
元

年
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
経

済
分
野
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開

拓
、
分
厚
い
中
間
層
の
復
活
、
農

林
漁
業
の
再
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
政
策
の
再
設
計
の
５
つ
の
重

点
分
野
を
中
心
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
域
主
権
改
革
の
確
実
な

推
進
を
理
念
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
昨
年
12
月
の
衆

議
院
議
員
解
散
総
選
挙
に
よ
り
自

民
党
政
権
が
復
活
、
年
明
け
に
は

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
よ
り
事

前
防
災
・
減
災
関
連
経
費
や
地
域

活
性
化
関
連
経
費
な
ど
を
追
加
計

上
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
追
加

に
伴
う
地
方
へ
の
財
政
支
援
と
し

て
、
普
通
交
付
税
減
額
分
の
全
額

復
活
や
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

創
設
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
15
ヵ
月

予
算
」
と
し
て
、
25
年
度
予
算
と

継
続
し
た
「
日
本
経
済
再
生
に
む

け
た
緊
急
経
済
対
策
」
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
け

る
平
成
24
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
前
年
度
同
様
、
第
４
期
町

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
年
頭
に

お
き
、
将
来
へ
の
展
望
を
見
据

え
た
計
画
的
な
予
算
と
な
る
よ
う

全
職
員
が
高
い
コ
ス
ト
意
識
を
持

ち
、
限
ら
れ
た
財
源
・
限
ら
れ
た

人
員
の
中
で
効
率
的
か
つ
健
全
な

行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
一
方
、

本
町
の
実
情
を
踏
ま
え
た
独
自
の

施
策
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
の
約
54
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
に
お
い
て
地
方
団
体
の
財
源
不

足
額
の
合
算
額
が
普
通
交
付
税

の
総
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
、

交
付
額
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、

調
整
率
を
乗
じ
た
２
，４
８
０
，

４
３
９
千
円
が
交
付
決
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
前
述
の
と
お

り
調
整
減
額
分
（
５
，７
０
３
千

円
）
が
全
額
復
活
と
な
り
、
２
，

４
８
６
，１
４
２
千
円
（
対
前
年

度
比
９
０
，９
５
７
千
円
増
）
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
交
付
税

に
お
い
て
は
、
12
月
交
付
分
が
佐

呂
間
厚
生
病
院
の
無
床
化
の
影
響

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
１
１
５
，

２
０
３
千
円
減
額
と
な
り
、
交
付

総
額
の
大
幅
な
減
額
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
３
月
交
付
分
に
て
対

前
年
度
比
１
０
０
，９
４
１
千
円

が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
総
額
で

２
７
９
，
５
１
９
千
円
（
対
前
年

度
比
１
７
，９
１
０
千
円
減
）
が

交
付
さ
れ
、
平
成
24
年
度
の
地
方

交
付
税
総
額
は
、
２
，７
６
５
，

６
６
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○自主財源　11 億 2,668 万円　22.14％
　（町税・使用料手数料など・その他）
○依存財源　39 億 6,161 万円　77.86％
　（地方交付税など・借入金・国、道補助金など）

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
や

町
債
な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
土
地
改
良
や
漁
港
整

備
な
ど
の
第
一
次
産
業
基
盤
整
備

を
は
じ
め
、
簡
易
水
道
拡
張
や
町

道
改
良
舗
装
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、町
民
セ
ン
タ
ー
や
若
佐
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
集
会
施

設
整
備
、
町
体
育
館
の
耐
震
改
修

や
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
４

年
目
と
な
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
全

町
共
通
商
品
券
発
行
助
成
事
業
や

住
宅
建
設
促
進
事
業
な
ど
、
町
民

還
元
型
の
ソ
フ
ト
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
に

つ
い
て
も
財
源
補
て
ん
的
な
基

金
繰
入
金
を
す
べ
て
減
額
し
、
財

政
調
整
基
金
１
４
５
，０
０
０
千

円
、
各
公
共
施
設
整
備
事
業
基

金
１
０
０
，
０
０
０
千
円
を
積

み
立
て
る
と
と
も
に
、
北
海
道

市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過
納

付
金
へ
１
０
０
，
０
０
０
千
円

を
積
み
立
て
、
最
終
予
算
額
を

５
，１
０
０
，３
０
４
千
円
（
対

前
年
度
比
７
２
５
，１
３
２
千
円

減
）
と
し
ま
し
た
。
決
算
額
に

つ
い
て
は
、
歳
入
決
算
額
５
，

０
８
８
，２
９
０
千
円
、
歳
出
決

算
額
４
，９
４
９
，１
３
４
千
円
と

な
り
、
翌
年
度
繰
越
財
源
２
０
，

６
２
５
千
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
差
引
残
額
は
、
１
１
８
，

５
３
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

職員給与・議会議員報酬など

大きな事業を行うために借り入れ
たお金の返済金

一般行政活動を行う経費や施設な
どの整備に使った維持的経費

道路、公共施設、産業基盤などの
整備に使った投資的経費

一般会計から特別会計に繰
り出したお金、基金の積立
など

団体への負担金や補助金、高齢者・
障がい者への生活支援費

◆
簡
易
水
道

　

歳
入　

２
億
３
，０
１
０
万
円

　

歳
出　

２
億
１
，３
６
４
万
円

◆
国
民
健
康
保
険

　

歳
入　

８
億
７
，９
３
８
万
円

　

歳
出　

８
億
３
，９
４
９
万
円

◆
公
共
下
水
道

　

歳
入　

２
億　

  

６
９
５
万
円

　

歳
出　

１
億
９
，７
２
２
万
円

◆
介
護
保
険

　

歳
入　

５
億
２
，７
６
９
万
円

　

歳
出　

５
億
１
，０
３
４
万
円

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

歳
入　

３
億　

  

３
３
４
万
円

　

歳
出　

２
億
９
，２
２
５
万
円

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入　

８
，２
５
６
万
円

　

歳
出　

７
，９
６
７
万
円

◆
基
金

　

46
億
８
，１
５
４
万
円

　

前
年
比　

２
億
３
，１
３
５
万
円

◆
起
債

　

83
億
３
，５
０
９
万
円

　

前
年
比　

▲
５
，４
８
６
万
円


